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１．背景 

急峻な山地や風化土が多く存在する我国では，集

中豪雨や地震の度に土砂災害が発生し，毎年，全国

各地で甚大な被害をもたらしている．現在のところ，

土砂災害が発生した際の被災箇所の把握は，航空写

真の判読に頼られているが，①判読者の確保，②判

読に時間を要すること，③図面の処理が煩雑となる

ことなどの問題点を含んでいる． 

筆者らは，これらの問題点を克服する手段として，

高分解能衛星 IKONOS 画像データ（以下，IKONOS デー

タで略記）を用いた崩壊域の検出手法 1)を検討して

きた．本報告では，2004 年 10 月 23 日に新潟県中越

地震を誘因として発生した斜面崩壊の検出結果，お

よび地質図，10m メッシュ標高データを用いた崩壊域

の特性分析結果を述べる． 

２．崩壊域の反射特性の分析 

IKONOS データにおいて崩壊域を参照した際，崩壊

域は 2 色の土が確認された．本研究では，これらを

崩壊域（明るい土）と崩壊域（暗い土）で区分し，

反射特性の分析を試みた．分析結果の一例として，

崩壊域（明るい土）と植生域の DN 値の差を図 1に示

す．同図より，崩壊域（明るい土）と植生域の差が

最も大きいことから，band 3（可視域赤）が崩壊検

出には有効であると考えられる．そこで本研究では，

崩壊域（明るい土）の検出に band 3 のレベルスライ

ス処理を用いた．また，崩壊域（暗い土）は，4バン

ドのマルチレベルスライス処理により検出を行った． 

３．崩壊域の検出結果 

(1) 検証データ 

国土地理院は，航空写真の判読により新潟県中越

地震災害状況図を作製し，Web にて公開している．当

初，災害状況図に示される土砂災害の領域を検証デ

ータとして用いたが，崩壊の形状が非常に大きく描 
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図 1 崩壊域(明るい土)と植生域の DN 値の差 

 

図 2 検証データ(背景: 斜面傾斜角, 赤: 崩壊箇所) 

 

かれていたため，この図を崩壊域の検出結果と比較

することが困難であった．そこで，災害状況図を参

考にして，752 箇所の検証データを作製した． 
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(2)検出結果と考察 

検出結果の一例として，図 3 に山古志村虫亀地区

の崩壊箇所を示す．(A)は，IKONOS データのトゥルー

カラー画像，(B)は検出結果である．(B)には，農地

の検出を除去するために，斜面傾斜角が 10°以下の

領域にマスク処理を施した．この結果から，地形が

変化して発生した影の領域は，検出が困難であった

ものの，明るい土と暗い土を精度良く検出できてい

ることがわかる． 

精度検証結果を図 4に示す．X軸は検証データの崩

壊規模，Y軸は推定崩壊規模であり，Y=X のラインに

近いプロットが面積を正確に捉えたことを意味する．

崩壊規模を 50%以上の精度で検出した箇所は，全崩壊

箇所（752 箇所）に対して，採光部のみの場合，72.2%，

陰影部を考慮した場合は 85.1%であった．10,000m2

以下の崩壊（719 箇所）については，採光部のみの場

合，74.3%，陰影部を考慮した場合，86.4%であった．

崩壊域陰影部の処理を施すことで，崩壊規模の推定

精度が向上することが確認できた． 

４．斜面崩壊箇所の特性分析 

本研究では，斜面崩壊検出結果のうち斜面傾斜角

が 30°以上の領域を崩壊発生域として，地質や斜面

傾斜方向についての災害特性分析を試みた．地質の

分析には地質調査書発行の地質図(1:200,000)を用

いた．地質に関する災害特性分析結果を図5に示す．

同図より，崩壊頻度では，砂岩シルト岩互層(Na)や

シルト質泥岩(Sm)の崩壊頻度が高いことが分かる． 

５．まとめ 

本研究では，IKONOS データを用いて新潟県中越地

震を誘因として発生した斜面崩壊の検出を試みた．

また，検出結果から崩壊発生域を設定し，簡易的に

崩壊箇所の特性分析を試みた．得られた結論を以下

に示す． 

① 明るい土は単バンドのレベルスライス処理，暗い

土ではマルチレベルスライス処理を行うことで，

崩壊域をほぼ正確に検出することができた． 

② 災害特性分析の結果，斜面傾斜方向が南東方向の

砂岩シルト岩互相の斜面において崩壊頻度が高

いことが示された． 

今後の展望として，崩壊後の DSM(数値地表モデル)

や DEM を利用した崩壊土砂量の算出，地形が変化し

た際の崩壊域陰影部の処理などが挙げられる． 

 
(A) IKONOS トゥルーカラー画像 

(300×300 画素) 

崩壊規模：13,707m2 

(B) 斜面崩壊検出結果 

明るい土 372m2 暗い土 8096m2

推定崩壊規模：8,468m2 

図 3 検出結果の一例 
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図 4 精度検証の結果 
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図-5 地質に関する災害特性分析結果 
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